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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期

第３四半期累計期間
第67期

第３四半期累計期間
第66期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 3,799,914 3,659,038 5,171,234

経常利益 (千円) 181,966 57,457 229,860

四半期(当期)純利益 (千円) 188,467 30,476 239,746

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 3,507,423 3,507,423 3,507,423

発行済株式総数 (株) 48,849,935 48,849,935 48,849,935

純資産額 (千円) 2,986,608 3,174,490 3,052,071

総資産額 (千円) 7,041,317 6,792,827 6,825,908

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 3.94 0.64 5.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 3.55 0.60 4.57

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 42.4 46.7 44.7

　

回次
第66期

第３四半期会計期間
第67期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期純損失金額

(円) 0.93 △0.55

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。 

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社には関連会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」は記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により落込んだ経済活動も徐々に回

復しているものの、欧州の財政不安等による世界的な景気低迷に基因する継続的な円高等により景気回復

には依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社の売上高につきましては、液化石油ガス容器用弁については、販売価格は値

下がり傾向ではありましたが販売数量及び金額とも、若干の増加となりました。鉄鋼製弁類他については、

医療用弁類、液化天然ガス（LNG）用弁類は増加したものの、設備投資減退の影響が大きく売上高は減少し

ました。また、黄銅屑の販売価格は上昇しましたが屑発生数量の減少により屑売上高が減少しました。以上

により、売上高は3,659百万円（前年同期比3.7％減）となりました。

収益面につきましては、鉄鋼製弁類の減少および主要原材料である黄銅材の購入価格が、前年同期と比較

して上昇した事により、収益性は悪化（売上高総利益率対前年比2.6ポイント下落）し、営業利益は63百万

円（前年同期比66.7％減）、経常利益は57百万円（前年同期比68.4％減）、四半期純利益は30百万円（前年

同期比83.8％減）となりました。

 

(2) 資産・負債及び純資産の状況

(資産)

流動資産は、前事業年度末に比べて、18百万円増加して3,384百万円となりました。これは主に、手形割

引実行の減少により、現金及び預金が50百万円減少し、受取手形及び売掛金が103百万円増加したためで

す。

固定資産は、前事業年度末に比べて、51百万円減少して3,408百万円となりました。これは主に、有形固

定資産の減少45百万円および投資有価証券の減少34百万円によるものです。

  この結果、資産合計は前事業年度末に比べて、33百万円減少して6,792百万円となりました。
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(負債)

流動負債は、前事業年度末に比べて、593百万円増加して1,641百万円となりました。これは主に、支払手

形及び買掛金の増加81百万円および１年内償還予定の新株予約権付社債の増加500百万円によるもので

す。

固定負債は、前事業年度末に比べて、748百万円減少して1,976百万円となりました。これは主に、長期借

入金の減少63百万円および新株予約権付社債の繰上償還による減少200百万円と流動負債への振替によ

る減少500百万円、社債の増加140百万円ならびに実効税率変更に伴う再評価に係る繰延税金負債の減少

112百万円によるものです。

  この結果、負債合計は前事業年度末に比べて、155百万円減少して3,618百万円となりました。

(純資産)

純資産は、前事業年度末に比べて、122百万円増加して3,174百万円となりました。これは主に、利益剰余

金が四半期純利益により30百万円増加し、土地再評価差額金が112百万円増加したためです。

  この結果、自己資本比率は前事業年度末の44.7%から46.7%となりました。

　
(3) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、67百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 48,849,935 48,849,935
東京証券取引所
(市場第二部)

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式
数は、100株であります。

計 48,849,935 48,849,935― ―

(注)　「提出日現在発行数」欄には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使(転換社債

型新株予約権付社債の権利行使を含む。)により発行された株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 48,849,935 ― 3,507,423 ― 1,541,410

　

(6) 【大株主の状況】

　　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―
 

―
―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

1,047,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

47,800,500
478,005 ―

単元未満株式 普通株式  1,835 ― ―

発行済株式総数 48,849,935― ―

総株主の議決権 ― 478,005 ―

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式27株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社宮入バルブ製作
所

東京都中央区銀座西
１―２

1,047,600 ― 1,047,6002.14

計 ― 1,047,600 ― 1,047,6002.14

　

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、藍監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,261,368 1,210,540

受取手形及び売掛金 ※1
 1,109,667

※1, ※2
 1,213,493

商品及び製品 612,522 575,444

仕掛品 53,748 79,014

原材料及び貯蔵品 370,538 385,870

その他 115,733 77,314

貸倒引当金 △157,149 △157,149

流動資産合計 3,366,429 3,384,527

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 139,082 127,651

構築物（純額） 30,311 28,980

機械及び装置（純額） 227,956 199,182

車両運搬具（純額） 1,109 679

工具、器具及び備品（純額） 35,647 27,587

土地 2,506,900 2,506,900

リース資産（純額） － 4,599

有形固定資産合計 2,941,008 2,895,581

無形固定資産

電話加入権 2,810 2,810

その他 47,703 49,882

無形固定資産合計 50,513 52,692

投資その他の資産

投資有価証券 167,748 133,302

長期貸付金 3,551,470 3,533,420

その他 280,733 314,748

貸倒引当金 △3,531,994 △3,521,444

投資その他の資産合計 467,957 460,025

固定資産合計 3,459,478 3,408,300

資産合計 6,825,908 6,792,827
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 477,370 559,028

短期借入金 33,336 80,000

1年内返済予定の長期借入金 137,489 148,618

1年内償還予定の社債 80,000 100,000

1年内償還予定の新株予約権付社債 － 500,000

未払法人税等 20,474 12,061

賞与引当金 54,281 16,934

その他 245,594 224,991

流動負債合計 1,048,545 1,641,633

固定負債

社債 20,000 160,000

新株予約権付社債 700,000 －

長期借入金 461,506 397,835

再評価に係る繰延税金負債 967,404 854,864

退職給付引当金 537,204 523,433

役員退職慰労引当金 16,882 20,719

その他 22,294 19,851

固定負債合計 2,725,292 1,976,703

負債合計 3,773,837 3,618,337

純資産の部

株主資本

資本金 3,507,423 3,507,423

資本剰余金 1,549,401 1,549,401

利益剰余金 △3,323,288 △3,292,811

自己株式 △157,210 △157,210

株主資本合計 1,576,325 1,606,802

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 24,638 4,040

土地再評価差額金 1,451,107 1,563,647

評価・換算差額等合計 1,475,745 1,567,688

純資産合計 3,052,071 3,174,490

負債純資産合計 6,825,908 6,792,827
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 3,799,914 3,659,038

売上原価 2,973,878 2,958,036

売上総利益 826,036 701,002

販売費及び一般管理費 635,986 637,670

営業利益 190,050 63,331

営業外収益

受取利息 372 211

受取配当金 882 912

不動産賃貸料 3,388 －

スクラップ売却益 5,528 －

貸倒引当金戻入額 － 10,550

その他 6,139 18,619

営業外収益合計 16,311 30,293

営業外費用

支払利息 7,815 8,119

社債利息 1,314 919

手形売却損 11,807 10,679

その他 3,457 16,449

営業外費用合計 24,395 36,167

経常利益 181,966 57,457

特別利益

貸倒引当金戻入額 12,004 －

賞与引当金戻入額 40,409 －

特別利益合計 52,414 －

特別損失

固定資産除却損 22,710 919

環境対策費 2,600 －

役員退職慰労金 11,616 －

特別損失合計 36,927 919

税引前四半期純利益 197,453 56,537

法人税、住民税及び事業税 8,985 9,076

法人税等調整額 － 16,984

法人税等合計 8,985 26,061

四半期純利益 188,467 30,476
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。　

　
【会計方針の変更等】

　　該当事項はありません。

　
【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

　
【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１.会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用　

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 
２.法人税率の変更等による影響

 「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律第117号）が、平成23年12月２日に公布され、平成24年４月1日以後に開始する事業年度より法

人税率および繰越欠損金の控除限度額が変更されることとなりました。

 これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用している法定実効税率は従来の40.0％から、平成24年

４月１日に開始する事業年度から平成26年４月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については

37.4％、平成27年４月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.0％としておりま

す。

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が16百万円減少し、法人税等

調整額は16百万円増加しており、再評価に係る繰延税金負債が112百万円減少し、土地再評価差額金が112百万円増

加しております。

　
【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

※１　受取手形割引高は、548,169千円であります。

 
――――――――

 

※１　受取手形割引高は、528,032千円であります。

 
※２　四半期会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日で

あったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四

半期会計期間末残高に含まれております。　

　　　受取手形　　　　　　　　　　　　5,292千円

　　　受取手形割引高　　　　　　　　 93,621千円

　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
前第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

　　減価償却費は、86,824千円であります。
 

　　減価償却費は、82,277千円であります。
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自  平成22年４月１日　至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動はありません。　

　

当第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

(持分法損益等)

　当社には関連会社がないため、該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の主たる事業は、高圧ガス用バルブおよび関連機器類の製造、販売等の単一セグメントであるた

め、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 3円94銭 0円64銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 188,467 30,476

    普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 188,467 30,476

    普通株式の期中平均株式数(株) 47,802,308 47,802,308

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 3円55銭 0円60銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 5,263,152 3,289,470

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―
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(重要な後発事象)

　当第３四半期会計期間(自 平成23年10月１日 至 平成23年12月31日)

転換社債型新株予約権付社債の繰上償還に関する事象

　平成24年1月25日開催の取締役会において、当社が平成19年4月23日に発行いたしました第1回無担保転

換社債型新株予約権付社債に関して、社債権者より繰上償還請求がありましたので繰上償還することを

決議いたしました。

1.繰上償還銘柄および償還額

株式会社宮入バルブ製作所第1回無担保転換社債型新株予約権付社債　　金5億円

2.償還の方法、償還の時期

（１）償還の方法　　　　　額面100円につき金100円で繰上償還する

（２）償還の時期　　　　　平成24年1月31日

3.償還のための資金調達の方法

　今回の繰上償還原資には自己資金を充当しております。

4.業績に与える影響 

　当繰上償還による当社の業績に与える影響はありません。

 

（ご参考）本社債の概要

（１）発行日　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年4月23日

（２）発行総額　　　　　　　　　　　　　　　　20億円

（３）未償還残高（平成23年12月31日現在）　　　5億円

（４）従来の償還期限　　　　　　　　　　　　　平成24年4月23日

（５）利率　　　　　　　　　　　　　　　　　　利息は付さない。

（６）行使価額　　　　　　　　　　　　　　　　1株につき152円

（７）新株予約権の数　　　　　　　　　　　　　5個

（８）新株予約権の目的となる株式の数　　　　　3,289,470株

　
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月14日

株式会社宮入バルブ製作所

取締役会  御中

藍監査法人

　
指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士    古　　谷　　義　　雄    印

　
指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士    関　　端　　京　　夫    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社宮入バルブ製作所の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第67期事業年度の第３四半期会計期
間(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年
12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宮入バルブ製作所の平成23年12月31日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事
項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報
重要な後発事象　転換社債型新株予約権付社債の繰上償還に関する事象に記載のとおり、会社は、平成24年
１月25日開催の取締役会において、平成19年４月23日に発行した第１回無担保転換社債型新株予約権付社債
に関して、平成24年１月31日に繰上償還することを決議した。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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